
 

 

 

 

2025 年 12 月 12 日 

各 位 

株式会社北洋銀行 
 

神内ファーム二十一株式会社様と 

「サステナブル経営支援ローン」の契約を締結しました 
   

北洋銀行（取締役頭取 津山 博恒）は、神内ファーム二十一株式会社様（北海道樺戸郡浦臼町、代表

取締役：髙山 将貴様）に対し、 「サステナブル経営支援ローン」（以下、本ローン）を実行しました。 

本ローンは、北洋銀行が提供する SDGs コンサルティングや、お客さまとの対話を通じて設定された重要

課題のうち、環境・社会・経済に好影響を与え得るもの、もしくは悪影響を抑制し得るものを「サステナビリテ

ィ目標」と定義し、その有意義性について第三者からセカンドオピニオン※を取得する融資商品です。 

神内ファーム二十一株式会社様では、重要課題を「おいしさと健康を愛する魅力ある食品の安定供給」

と特定し、和牛肉の国内安定供給や海外への輸出を視野に、今後における畜産の生産・供給事業の拡大

することで、当社の企業価値向上とともに、道内の農業戦略や目指す姿へ貢献し、持続可能な社会の実

現と自社の企業価値向上の両立を目指しています。 

当行は、今後もほくようサステナブルファイナンス等を通じて環境・社会課題の解決を図るお客さまや  

プロジェクトを積極的に支援し、脱炭素社会の実現や SDGs の達成に貢献してまいります。 

 

※株式会社北海道共創パートナーズ様によるセカンドオピニオンは別紙をご参照ください。 

記 

【神内ファーム二十一株式会社様の概要】 

 

 

 

  

 

【契約記念の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

所 在 地 北海道樺戸郡浦臼町オサツナイ 315番地 131 

代 表 者 髙山 将貴 様 

設 立 1997年 8月 

業 種 農業(畜産業) 

左：神内ファーム二十一株式会社 

 代表取締役 髙山 将貴 様 

 

右：北洋銀行 

滝川支店 支店長 荒川 強 
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神内ファーム二十一株式会社 

ほくようサステナブルローン 

サステナブル経営支援ローン 

評価日：2025 年 12 月 12 日 

 

 

株式会社北海道共創パートナーズ 

 コンサルティング事業部 

 

本セカンドオピニオンは、神内ファーム二十一株式会社(以下、神内ファーム二十一または当社とい
う)が北洋銀行の融資商品「サステナブル経営支援ローン(以下、本ローン)」を利用するにあたり、株式
会社北海道共創パートナーズ(以下、「HKP」)が第三者の立場から発行するものである。 

本ローンは、お客さまの SDGs 経営とサステナビリティ目標に対し、第三者からの評価を取得し、融
資実行後においても北洋銀行との継続的な対話等を通じ、企業の持続性の向上を支援する商品である。 

 

1. 企業概要 
(1) 企業概要 

神内ファーム二十一は北海道樺戸郡浦臼町に本社を置く企業であり、主に肉牛の繁殖から肥育を

行っている牧場である。  

企 業 名 神内ファーム二十一株式会社 

代 表 者 名 代表取締役 髙山 将貴 

本 社 北海道樺戸郡浦臼町字オサツナイ 315 番地 131 

資 本 金 1 億円 

従 業 員 数 369 名 (2025 年 10 月時点) 

業 種 農業 

事 業 内 容  肉牛の生産・肥育 

沿 革 

1997 年 

 

1999 年 

2006 年 

2007 年 

2008 年 

 

2013 年 

2018 年 

2020 年 

2021 年 

 

 

2022 年 

2023 年 

有限会社神内ファーム二十一を設立 

農業生産法人の認可取得し、浦臼町に約 600ha の農地を取得 

センターハウス竣工、本社を現住所に移転 

新規就農者独立支援機構「夢現塾」発足 

宮崎県南那珂郡「宮崎牧場」に 13 棟の牛舎等を竣工 

新富牧場に 11 棟、花和牧場に 6 棟、富丘牧場に 10 棟の牛舎等を竣工 

伊達市に約 650ha の牧場用地取得 

太陽光発電システム竣工 

組織再編 

タカノファーム（新潟県長岡市）の運営を開始 

神内ファーム二十一株式会社に商号変更 

姫路支店設置 

株式会社すすき牧場(福岡県宗像市)と経営統合 

新発田農場(新潟県新発田市)の運営を開始 

神明畜産株式会社との経営統合により東京支店設置 

株式会社ひまわり牧場(宮崎県都城市)と経営統合 
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(2) 企業理念 

 神内ファーム二十一は「克冬制夏(こくとうせいか)」を企業理念とする。当社が位置する北海

道は、国内でも寒冷な地域であり、その環境下から冬の農業経営の難易度が高いと考えられてい

る。経営理念には、冬の北海道での農業は難しいとの概念を打ち破り、年中農業に挑戦するとと

もに、夏の涼しさと土地の広さという北海道の優位性を最大限有効活用する農業に挑戦していく

という考えが込められている。 

 

(3) 事業概要 

 神内ファーム二十一は浦臼町に本社を置く企業で、創業者である神内 良一氏が農地開拓と農

業への貢献を目的として設立。浦臼にある牧場で肉牛の生産・肥育を開始し、道南エリア(長万

部町、豊浦町、洞爺湖町、伊達市)に牧場を拡大した。また、道外にも生産体制を構築しており、

2008 年に宮崎県、2020 年に新潟県の牧場運営を開始したほか、2021 年には福岡県のすすき

牧場株式会社と経営統合、2023 年には宮崎県に本社を置く株式会社ひまわり牧場と経営統合。

加えて、東京都の本社を置く神明畜産株式会社と経営統合し、養豚事業にも展開した。 

当社では、繁殖から肥育まで一貫した育成を行い、高い品質の食肉を生産。それぞれの牧場で

は広大な敷地面積を活かし、自家飼料用の採草地や放牧地を整えることで、家畜のストレスを軽

減させつつ健康に過ごせる体制を構築している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



セカンドオピニオン 

 

3/9 

Copyright © 2025 Hokkaido Kyoso Partners Co., Ltd. All rights reserved. 
 

【各事業部の所在地と事業内容】 

【神内ファーム二十一提供資料より】 

【道内の牧場の所在地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神内ファーム二十一提供資料をもとに HKP 作成】 

牧場 6カ所合計 

約 40,000 頭 
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① 浦臼牧場 

本社が位置する樺戸郡浦臼町にある約 600ha の生産牧場で約 1,300 頭の肉牛を生産。全国

的にも希少な品種である「褐毛和種」を繁殖から肥育まで一貫して育成を行っている。当社で

は、ブランド牛【神内和牛あか】として食肉加工メーカー等に販売している。 

 

【本社および牧場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神内ファーム二十一提供資料より】 

 

② 新富牧場・花和牧場・富丘牧場 

豊浦町(新富牧場)、洞爺湖町(花和牧場、富丘牧場)に位置する約 550ha の生産牧場。約

2,800 頭の「黒毛和種」を繁殖から肥育まで一貫した育成を行っており、各牧場が連携のうえ

飼育のステージ毎に環境にあった牧場で飼育を行い、良質の肉牛生産を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神内ファーム二十一提供資料より】 
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2. サステナビリティ活動 
(1) 環境面 

 家畜排せつ物の適切な処理 

家畜排せつ物は、固形状の家畜排せつ物を単に積み上げて放置する「野積み」や、地面に穴

を掘り液体状の家畜排せつ物を貯めておく「素掘り」など、家畜排せつ物の不適切な管理によ

り、悪臭や水質汚染の原因となる。家畜排せつ物を適切に管理し、利用価値の高い堆肥に変換

し利用することで、「家畜排せつ物による悪臭や水質汚染」問題に対応することが可能である。 

当社は堆肥舎を整備することで効率的な発酵家畜排せつ物を肥料化し、牧草やデントコーン

を栽培する当社の農地に還元。「家畜排せつ物法」を遵守し、家畜排せつ物による悪臭や水質汚

染の発生防止に取り組んでいる。 

 

(2) 社会・ガバナンス面  

 アニマルウェルフェアの取り組み 

日本は、世界の動物衛生の向上を目的とする国際獣疫事務局(WOAH)に加盟しており、

WOAH がアニマルウェルフェアの基準とする「５つの自由」を基本的な考え方として、良好な

アニマルウェルフェアの実現を目指している。 

当社では、北海道地方から九州地方に及ぶ各拠点において地域性等を考慮したアニマルウェ

ルフェアの取り組みを推進している。以下、WOAH「5 つの自由」に基づき当社の取り組みを

分類した。 

① 飢え、渇き及び栄養不良からの自由 

 牛の飲用水は、水道法に適合した水を用いている。 

 離乳後は牧草や野草のほか、地元食品製造元から発生する食品副産物を自社施設で乳

酸発酵させた自家製飼料を与え育てている。 

 餌の供給量をデータベース化し、そのデータに基づいた飼育管理を行っている。 

② 恐怖及び苦悩からの自由 

 牛へのストレスを最小限に抑えるべく、牛舎への立ち入り回数を調整している。 

③ 身体的および熱の不快からの自由 

 牛舎の風通しを確保して牛に心地よい環境を提供するため、ひさしの高さを 5.4m に

設定している。 

 牛舎の床に敷き詰めるおがくずをこまめに管理し、清潔な状態を維持している。 

 牛舎では、月齢、体格等を考慮したグルーピングにより、牛がストレスを感じないよう

に配慮している。 

④ 苦痛、傷害及び疾病からの自由 

 個々の牛の体調をデータベース化し、そのデータに基づいた飼育管理を行っている。 

 専任肥育により担当者が健康状態、肥育状況を日々確認している。 

 野生動物が牛舎へ侵入し、疫病に感染しないよう箱罠を設置している。 

⑤ 通常の行動様式を発現する自由 

 仔牛は牧草地に放牧し、3 か月間母乳で育てている。 

 

 資格取得促進と安全衛生管理 

当社では、社員のスキル形成と安全衛生管理の観点から、業務に有用な資格の受験料及び更

新料を全額会社で負担している。 
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3. サステナビリティ目標の設定 
 

本ローンの取り組みにあたり、以下の重要課題の達成に向けたサステナビリティ経営の目標・KPI

を設定した。 

(1) サステナビリティ目標の設定 

重 要 課 題 おいしさと健康を愛する魅力ある食品の安定供給 

取 組 内 容 生産体制の強化による肉牛出荷頭数の増加 

目 標 ・ K P I 
2030 年 3 月期までに道内肉牛出荷頭数を 20,000 頭以上にする 

(2025 年 3 月期実績：約 5,000 頭) 

貢献する SD G s 

 

 

 

 

(2) サステナビリティ目標の有意義性 

 本ローンの組成にあたり、神内ファーム二十一は「おいしさと健康を愛する魅力ある食品の安

定供給」の重要課題(マテリアリティ)に基づき、自社の成長と国産畜産業の発展を推進するため

の目標・KPI を設定した。以下、取組の有意義性を見ていく。 

 

 「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針（令和７年 4 月）」では、①需要に応じ

た生産の推進 ②生産コスト高への対応 ③国産飼料の生産・利用拡大 ④持続的な畜産の推進 に

より生産基盤の維持・強化や経営の安定を図り、将来に向けた展望を描く方向性を示している。

特に畜産領域においては、多様な消費者ニーズに応じた生産の推進、輸出拡大への取り組み、肉

用牛の生産基盤強化・経営の安定、肉用牛及び牛肉の流通合理化を推進するとしている。 

 北海道は「第 8 次北海道酪農・肉用牛生産近代化計画（令和 3 年 3 月）」において、「生産基盤

の強化」と「収益力の向上」を基本として、関係業界が連携した「生産体制の強化」や「需要の

創出」により、将来にわたり地域経済・社会の活性化にも貢献できる強固な産業となることを目

指すとしている。特に肉用牛の生産体制の強化では、飼養農家戸数の維持と飼養頭数の増強を図

る数値目標を設定している。また、北海道は生産者組織と連携した「北海道和牛ブランド推進協

議会」の活動を通じて、北海道和牛のブランド化を進める取り組みを展開している。 

現在、当社は連携企業である株式会社北海道和牛マスターの輸出事業計画に参画し、同社が

2027 年開業を目指す食肉加工センターへの肉用牛の安定供給に向けて、総力を挙げて準備を進

めている。この取り組みは、国や道が目指す姿と整合しており、生産基盤の強化、輸出拡大、流

通の合理化、北海道和牛のブランディングへの高い寄与が期待できる。多岐に及ぶ社会的インパ

クトの発現と当社のサステナビリティ経営を実現する有意義な目標・KPI である。 

 

以上 
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【農林水産省畜産局「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針（令和 7 年 4 月策定）」より抜粋】 

 

【飼養頭数及び飼養戸数の目標値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道農政部生産振興局畜産振興課「北海道の肉用牛をめぐる情勢（令和 7 年 10 月）」より抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 



セカンドオピニオン 

 

8/9 

Copyright © 2025 Hokkaido Kyoso Partners Co., Ltd. All rights reserved. 
 

株式会社北海道共創パートナーズ 会社概要 
 

名  称 株式会社北海道共創パートナーズ 

本社所在地 

〒060-0042 

札幌市中央区大通西３丁目 7 番地 北洋大通センター13 階 

代表 TEL：011-596-7814 

資 本 金 4,950 万円 

株  主 株式会社北洋銀行  

代 表 者 代表取締役社長 岩崎 俊一郎 

事 業 内 容 

①経営に関する問題点の調査・分析、改善案の企画・立案 

②企業戦略の立案、システムの構築および事業承継およびＭ＆Ａに関する支援 

③人材育成のための研修業務 

④有料職業紹介事業(許可番号 01 ユ-300467) 

⑤投資事業組合財産の運用及び管理 

⑥株式、社債又は持分その有価証券に対する投資業務 

⑦前各号に付帯関連するコンサルティング業務 

⑧前各号に付帯関連する一切の業務 

沿  革 

2015 年 8 月 株式会社日本人材機構 設立 

2017 年 9 月 株式会社日本人材機構と株式会社北洋銀行の共同出資により 

株式会社北海道共創パートナーズ設立 

コンサルティング事業とプロフェッショナル人材のシェアリング 

事業を開始 

2018 年 10 月 有料職業紹介事業の許可を取得し、人材紹介事業に参入 

2020 年  4 月 株式会社北洋銀行が株式会社日本人材機構の保有する株式を 

取得し、100%子会社化 

株式会社北洋銀行から M&A 事業を移管 

2023 年 4 月 経営コンサルティング事業の中の補助金コンサルティングを 

補助金事業部として事業部化 
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留意事項 
 

本文書は、貸付人が借入人に対して実施する「サステナブル経営支援ローン」に際し、借入人の SDGs

経営とサステナビリティ目標の有意義性に対する第三者意見を述べたものです。 

本文書に記載された情報は、現時点で入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へ

のインタビューなどで収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の

正確性、実現可能性、将来における状況への評価を保証するものではありません。 

HKP は当文書のあらゆる使用に起因して発生する全ての直接的、間接的損失や派生的損害について

は、一切義務または責任は負わないものとします。 

本文書に関する一切の権利は HKP に帰属します。HKP の事前の許諾無く、本文書の全部または一

部を自己使用の目的を超えて使用すること(複製、改変、翻案、頒布等を含みます)は禁止されていま

す。 

 

【独立性】 

HKP は、北洋銀行グループに属しており、北洋銀行および北洋銀行グループ企業との間および北洋

銀行グループのお客さま相互の間における利益相反のおそれのある取引等に関して、法令等に従い、

お客さまの利益が不当に害されることのないように、適切に業務を遂行いたします。 

 また、本文書にかかる調査、分析、コンサルティング業務は北洋銀行とは独立して行われるもので

あり、北洋銀行からの融資に関する助言を構成するものでも、資金調達を保証するものでもありませ

ん。 

 

【第三者性】 

借入人と HKP との間に利益相反が生じると考えられる資本関係及び人的関係などの特別な利害関

係はありません。 

 

 


